
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡第二小学校いじめ防止基本方針  

 

平成２６年４月  

土佐市立高岡第二小学校  

 



土佐市立高岡第二小学校いじめ防止基本方針  

 

１  い じめ の 定 義 と い じめ に 対 する 本 校 の基 本 認 識  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 記の 考 え 方の も と ，本 校 で は全 て の 職員 が 「 いじ め は ，ど の 学 校・ ど の

学 級で も 起 こり う る もの で あ り， い じ め問 題 に 全く 無 関 係で す む 児童 は い な

い。」とい う 基 本認 識 にた ち ，全校 の 児 童 が「 い じ め が な い 明 るく 楽 し い学 校

生 活」 を 送 るこ と が でき る よ うに ，「 い じめ 防 止 基本 方 針 」を 策 定 した 。  

い じめ 防 止 のた め の 基本 姿 勢 とし て ， 以下 の ５ つの ポ イ ント を あ げる 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  い じめ の 未 然 防 止 のた め の 取組  

児 童一 人 一 人 が認 め られ ， お 互 いに 相 手を 思 い や る雰 囲 気づ く り に 学校

全 体で 取 り 組む 。 ま た， 教 師 一人 一 人 が分 か り やす い 授 業を 心 が け， 児 童

に 基礎 ・ 基 本の 定 着 を図 る と とも に 学 習に 対 す る達 成 感 ・成 就 感 を育 て ，

自 己有 用 感 を味 わ い 自尊 感 情 を育 む こ とが で き るよ う に 努め る 。  

道 徳の 時 間 には 命 の 大切 さ に つい て の 指導 を 行 う。ま た ，「 いじ め は 絶対

に 許さ れ な いこ と で ある 」 と いう 認 識 を児 童 が もつ よ う に， 教 育 活動 全 体

本 校は「き ら き ら  い きい き  山の 手 っ 子」を学 校 目 標と し、基 礎・基

本 を確 実 に 身に つ け 、自 ら課 題 を 見つ け 、自 ら学 び 、自 ら 考 え 、主体 的 に

判 断し 、よ り よ く問 題 を解 決 す る資 質 や 能力 で あ る「 確か な 学力 」や 、自

ら を律 し つ つ、他 人 と とも に 協 調し 、他 人 を思 い や る心 や 感 動す る 心 など

の 「豊 か な 人間 性 」、 たく ま し く生 き る ため の 「 健康 ・ 体 力」 な ど 、知 ・

徳 ・体 の バ ラン ス の とれ た 児 童の 育 成 を目 指 し てい る 。  

い じめ は 、いじ め を 受 けた 児 童 の教 育 を 受け る 権 利を 著 し く侵 害 し 、そ

の 心身 の 健 全な 成 長 及び 人 格 の形 成 に 重大 な 影 響を 与 え るの み な らず 、そ

の 生命 又 は 身体 に 重 大な 危 険 を生 じ さ せる 恐 れ があ る 。本 校で は 、すべ て

の 児童 が い じめ を 行 わず 、及び 他 の 児 童 に対 し て 行わ れ る いじ め を 認識 し

な がら こ れ を放 置 す るこ と が ない よ う に、い じめ が 心 身 に 及ぼ す 影 響そ の

他 のい じ め の問 題 に 関す る 児 童の 理 解 を深 め る こと を 旨 とし て 、い じ め の

防 止等 の た めの 対 策 を行 う 。  

① いじ め を 許さ な い ，見 過 ご さな い 雰 囲気 づ く りに 努 め る。  

② 児童 一 人 一人 の 自 己有 用 感 を高 め ， 自尊 感 情 を育 む 教 育活 動 を 推進 す

る 。  

③ いじ め の 早期 発 見 のた め に ，様 々 な 手段 を 講 じる 。  

④ いじ め の 早期 解 決 のた め に ，当 該児 童 の安 全 を 保証 す る とと も に ，学 校

内 だけ で な く各 種 団 体や 専 門 家と 協 力 をし て ， 解決 に あ たる 。  

⑤ 学校 と 家 庭が 協 力 して ， 事 後指 導 に あた る 。  



を 通し て 指 導す る 。 そし て ， 見て 見 ぬ ふり を す るこ と や 知ら ん 顔 をす る こ

と も「 傍 観 者」 と し て， い じ めに 加 担 して い る こと を 知 らし め る 。  

 

（ １） い じ めを 許 さ ない ， 見 過ご さ な い雰 囲 気 づく り に 努め る 。  

毎 月１ １ 日 を「 D A IⅡ の日 」 と 定め る 。 主な 活 動 は次 の 通 りで あ る 。  

① えが お・あ い さ つ 運 動― い じ めゼ ロ を 目指 し た 児童 会 活 動を 推 進 する 。 

② あり が と うの 日 ― 関わ り を 豊か に し 思い や り や感 謝 の 心を も っ て， 周

囲 に応 え よ うと す る 心情 を 高 める 。  

③ 自分 大 好 き ･友 だ ち 大好 き ― 自己 肯 定 感を 育 て る日 と し て位 置 づ け，心

と 心の 連 携 を図 る 。  

④ ノー テ レ ビ・ノ ー ゲー ム D a y― 親 子 でい つ も 以上 に コ ミュ ニ ケ ーシ ョ

ン を取 る 。  

⑤ 地域 安 全 の日 ― 『 山の 手 子 ども 守 り 隊』 と 連 携し 登 下 校の 安 全 に努 め

る 。  

（ ２） 児 童 一人 一 人 の自 己 有 用感 を 高 め， 自 尊 感情 を 育 む教 育 活 動を 推 進 す

る 。  

① 一人 一 人 が活 躍 で きる 学 習 活動  

「 健康 な 心 や体 つ く りな ど の 基本 的 な 生活 習 慣 の定 着 は 学習 を 支 える

生 活基 盤 と なる も の であ る。」と い う 立 場に 立 ち，以 下の 教 育活 動 を 推

進 する 。  

・ 縦割 り 班 での 異 学 年交 流 の 充実  

・ 児童 の 自 発的 な 活 動を 支 え る委 員 会 活動 の 充 実  

・ 児童 が 主 体的 に 取 り組 め る 学習 活 動 や自 主 学 習プ リ ン トの 工 夫  

② 人と の 関 わり 方 を 身に 付 け るた め の トレ ー ニ ング 活 動  

朝 の活 動 で ソ ーシ ャ ルス キ ル ト レー ニ ング を 行 い ，自 分 と他 人 で は

思 いや 考 え が違 う こ とに 気 付 かせ ， そ んな 中 に 認め ら れ る自 分 が 存在

す るこ と を 感じ る こ とで ， 自 尊感 情 を 育み 明 る く楽 し い 学校 生 活 を送

る こと が で きる 。  

③ 安心 し て 自分 を 表 現で き る 年間 カ リ キュ ラ ム の作 成  

年 間カ リ キ ュ ラム に おけ る 活 用 する 力 の項 目 や 内 容を 明 確に し ， 見

通 しを も っ て学 習 に 取り 組 め る発 問 や 指導 方 法 を工 夫 す る。  

④ 人と つ な がる 喜 び を味 わ う 体験 活 動  

友 達と 分 か り合 え る 楽し さ や うれ し さ を実 感 で きる 確 か な力 の 育 成と ，

相 互交 流 の 工夫 を 行 うこ と で コミ ュ ニ ケー シ ョ ン 力 を 育 成す る 。 また ，

学 校行 事 や 児童 会 活 動， 総 合 的な 学 習 の時 間 や 生活 科 に おけ る 道 徳性 育

成 に資 す る 体験 活 動 の推 進 を 行う 。  

 

３  い じめ の 早 期 発 見 ・早 期 解 決に 向 け ての 取 組  

（ １） い じ めの 早 期 発見 の た めに ， 様 々な 手 段 を講 じ る 。  



ア  「 い じ めは ど の 学 校で も ，どの 児 童 に も起 こ り うる も の であ る。」と

い う基 本 認 識に 立 ち ，全 て の 教員 が 児 童の 様 子 を見 守 り 日常 的 な 観察

を 丁寧 に 行 うこ と に より ， 児 童の 小 さ な変 化 を 見逃 さ な い鋭 い 感 覚を

身 に付 け て いく こ と が必 要 で ある 。  

イ   お か し い と 感 じ た 児 童 が い る 場 合 に は 学 年 団 や 生 徒 指 導 委 員 会 等

の 場に お い て気 付 い たこ と を 共有 し ， より 大 勢 の目 で 当 該児 童 を 見守

る 。  

ウ   様子 に 変 化 が 見 られ る 場 合に は ，教 師が 積 極 的に 働 き かけ を 行 い児

童 に安 心 感 をも た せ ると と も に問 題 の 有無 を 確 かめ ， 解 決す べ き 問題

が ある 場 合 には ，「 教 育相 談 活 動」で 当 該 児童 か ら 悩み 等 を 聞き ，問 題

の 早期 解 決 を図 る 。  

エ   「学 校 生 活に 関 する ア ン ケー ト 」を 年 ２ 回 行 い，児 童 の 悩み や 人 間

関 係を 把 握 しい じ め ゼロ の 学 校づ く り を目 指 す 。  

オ   エと 同 様 に 年 ２ 回の「 心 のア ン ケ ー ト」に よ り，実 践 的 な態 度 を養

う 道徳 教 育 の推 進 を 推し 進 め る。  

 

（ ２）  い じめ の 早 期解 決 の ため に ， 全職 員 が 一致 団 結 して 問 題 の解 決 に

あ たる 。  

ア  い じ め 問題 を 発 見し た と きに は ，学 級担 任 だ けで 抱 え 込む こ と なく ，

学 校長 以 下 全て の 教 員が 対 応 を協 議 し ，的 確 な 役割 分 担 をし て い じめ

問 題の 解 決 にあ た る 。  

イ  情 報 収 集を 綿 密 に行 い ， 事実 確 認 をし た 上 で， い じ めら れ て いる 児

童 の身 の 安 全を 最 優 先に 考 え ，い じ め てい る 側 の児 童 に 対し て は 毅然

と した 態 度 で指 導 に あた る 。  

ウ  傍 観 者 の立 場 に いる 児 童 たち に も いじ め て いる の と 同様 で あ ると い

う こと を 指 導す る 。  

エ  学 校 内 だけ で な く各 種 団 体や 専 門 家と 協 力 をし て 解 決に あ た る。  

オ  い じ め られ て い る児 童 の 心の 傷 を 癒す た め に， ス ク ール カ ウ ンセ ラ

ー や養 護 教 諭と 連 携 を取 り な がら ， 指 導を 行 っ てい く 。  

 

（ ３）  家 庭や 地 域 ，関 係 機 関と 連 携 した 取 組  

ア  い じ め 問題 が 起 きた と き には 家 庭 との 連 携 をい つ も 以上 に 密 にし ，

学 校側 の 取 組に つ い ての 情 報 を伝 え る とと も に ，家 庭 で の様 子 や 友達

関 係に つ い ての 情 報 を集 め て 指導 に 生 かす こ と とす る 。 決し て 学 校内

だ けで 問 題 解決 を す るよ う な こと は し ない 。  

イ  学 校 や 家 庭 に は な か な か 話 す こ と が で き な い よ う な 状 況 で あ れ ば ，

「 いの ち の 電話 」 等 のい じ め 問題 な ど の相 談 窓 口の 利 用 も検 討 す る。  

 

 



４  い じめ 問 題 に 取 り 組む た め の校 内 組 織  

（ １）  学 校内 の 組 織  

① 「生 徒 指 導委 員 会 」  

職 員会 の 時 に 「児 童 コー ナ ー 」 を設 定 し ， 全 教 職 員で 問 題傾 向 を 有

す る児 童 に つい て ， 現状 や 指 導に つ い ての 情 報 の交 換 ， 及び 共 通 行動

に つい て の 話し 合 い を行 う 。  

② 「い じ め 防止 対 策 委員 会 」  

い じめ 防 止 に 関す る 措置 を 実 効 的に 行 うた め ， 管 理職 ， 生徒 指 導 担

当 ，教 育 相 談担 当 ， 養護 教 諭 ，当 該 学 級担 任 ， スク ー ル カウ ン セ ラー

に よる い じ め防 止 対 策委 員 会 を設 置 す る。 必 要 に応 じ て 委員 会 を 開催

す る。  

 

（ ２）  家 庭や 地 域 ，関 係 機 関と 連 携 した 組 織  

緊 急な 生 徒 指 導上 の 問題 が 発 生 した 場 合は ， そ の 場の 適 切な 処 置 を

と ると と も に教 頭 に  報 告す る。ま た ，状 況 によ っ て は緊 急 生徒 指 導 委

員 会を 開 催 し敏 速 な 対応 を 行 う。 教 頭 は， 校 長 に報 告 し ，校 長 の 指示

に より 敏 速 に支 援 体 制を つ く り， 対 処 する 。 緊 急を 要 す る問 題 行 動が

発 生し た と きに ， 緊 急生 徒 指 導委 員 会 を開 催 す る。 緊 急 生徒 指 導 委員

会 参加 メ ン バー は 以 下の 通 り であ る 。  

校 長， 教 頭 ， 生徒 指 導 担 当 ， Ｐ ＴＡ 会 長， 土 佐 警 察署 ， 土佐 市 青 少

年 育成 セ ン ター ， 主 任児 童 委 員 ， 青 少 年健 全 育 成連 絡 協 議会 山 の 手地

区 会長 ， 山 の手 子 ど も守 り 隊 会長 ， 学 校支 援 地 域本 部 委 員長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

いじめ  重大事態対応フロー図  

土佐市立高岡第二小学校  

いじめの疑いに関する情報  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土佐市教育委員会が、重大事態の調査の主体を判断  

 

学 校 を 主 体 と し た 調 査 を 行 う 場 合  土 佐 市 教 育 委 員 会 が 調 査 主 体 と な る 場 合  

 

学校を主体とした調査を行う場合  

●学校の下に、重大事態の調査組織を設置する。  

※ いじ め 防 止等 対 策 委員 会 を 母体 と し 、必 要 な 外部 専 門 家を 加 え る。  

※ 組織 に 加 える 外 部 専門 家 （学 識 経 験 者、 心 理や 福 祉 の 専門 家 等 の専 門 的 知

識 及び 経 験 を有 す る 者） は、 当 該 い じ め事 案 の 関係 者 と 直接 の 人 間関 係 又

は 特別 の 利 害関 係 を 有し な い 者と し 、調 査 の 公平 性 ・ 中 立性 を 確 保す る よ

う 努め る 。  

●調査組織で、事実関係を明確にするための調査を実施する。  

※ いじ め 行 為の 事 実 関係 を 、可 能 な 限 り網 羅 的 に明 確 に する 。 この 際 、 因 果

関 係の 特 定 を急 ぐ べ きで は な く、 客 観 的事 実 関 係を 速 や かに 調 査 する 。  

※ 学校 に 不 都合 な こ とが あ っ たと し て も 、事実 に し っ か り向 き 合 う姿 勢 を も

っ て調 査 を 行う 。  

※ すで に 学 校が 把 握 して い る 事実 で あ って も 、調 査 資 料 の再 分 析 や必 要 に 応

じ て新 た な 調査 を 行 う。  

○ い じ め 等 防 止 対 策 委 員 会 で 、い じ め の 疑 い に 関 す る 情 報 の 収 集 と 記 録 、共 有  

○ い じ め の 事 実 確 認 を 行 い 結 果 を 土 佐 市 教 育 委 員 会 へ 報 告  

 

○ 市 教 育 委 員 会 に 重 大 事 態 の 発 生 を 報 告  →  市 教 委 か ら 市 長 に 報 告  

ア ） 生 命 、 心 身 ま た は 財 産 に 重 大 な 被 害 が 生 じ た 疑 い （ 児 童 生 徒 等 が 自 殺

を 企 図 し た 場 合 等 ）  

イ ） 相 当 の 期 間 学 校 を 欠 席 す る こ と を 余 儀 な く さ れ て い る 疑 い （ 年 間 3 0日

を 目 安 。 一 定 期 間 連 続 し て 欠 席 し て い る よ う な 場 合 な ど は 、 迅 速 に 調

査 を 行 う 。  

重大事態の発生  



● い じ め を 受 けた 児 童 生 徒 及 び その 保 護 者 に 対 し て情 報 を 適 切 に 提 供す る。 

※ 調査 に よ って 明 ら かに な っ た事 実 関 係に つ い て、 情 報 を適 切 に 提供 （ 適

時 ・適 切 な 方法 で 、 経過 報 告 を行 う ） する 。  

※ 関係 者 の 個人 情 報 に十 分 配 慮す る 。た だ しそ の こ と を 楯に 説 明 を怠 る こ と

が あっ て は なら な い 。  

※ アン ケ ー トを 実 施 する 場 合 は 、い じ めら れ た 児童 生 徒 や保 護 者 に提 供 す る

場 合が あ る こと を 念 頭に 置 き、 ア ン ケ ート の 実 施に 当 た って は そ の旨 を 調

査 対象 の 在 校生 や 保 護者 に 説 明を し て おく 。   

 

●調査結果を市教育委員会に報告する。（※市教委から市長に報告）  

※ いじ め を 受け た 児 童生 徒 ま たは そ の 保護 者 が 希望 す る 場合 に は 、い じ め を

受 けた 児 童 生徒 ま た はそ の 保 護者 の 所 見を ま と めた 文 書 の提 供 を 受け 、 調

査 結果 に 添 える 。  

●調査結果を踏まえた必要な措置を取る。  

 

 

土佐市教育委員会が調査主体となる場合  

●市教育委員会の指示のもと、資料 提出など調査に協力する。  

 


